
●
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
も
慌
て
な
い

●
書
か
れ
て
い
る
電
話
番
号
に
は
絶
対
に
連
絡
し
な
い

●
周
り
の
人
や
警
察
に
相
談
す
る

架
空
請
求
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
も

冷
静
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
手
口
の
特
殊
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

情
報
保
護
シ
ー
ル
付
き
の
ハ
ガ
キ
が
送
ら
れ
、
シ
ー

ル
を
め
く
る
と
架
空
請
求
の
案
内
が
書
か
れ
て
い

て
、
そ
こ
に
あ
る
電
話
番
号
に
連
絡
し
て
し
ま
う
と

い
う
事
件
で
す
。

　
自
宅
に
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
Ａ
さ
ん
は
、
そ
の
内
容

に
不
安
に
な
り
、
書
か
れ
た
番
号
に
電
話
を
か
け

た
。
す
る
と
「
過
去
の
買
い
物
代
金
が
支
払
わ
れ
て

い
な
い
た
め
訴
訟
を
起
こ
す
」
と
言
わ
れ
、
数
日

後
、
Ａ
さ
ん
自
身
、
ま
た
そ
の
家
族
を
依
頼
人
と
し

た
弁
護
士
か
ら
の
誓
約
書
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
送
ら

れ
て
き
た
。

　
「
裁
判
に
な
る
」
と

信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
た

Ａ
さ
ん
は
、
弁
護
士
費

用
、
訴
訟
取
り
下
げ

費
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
名
目
で
お
金
を
請

求
さ
れ
た
。

詐
欺
ハ
ガ
キ
に
ご
注
意
を
！
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広島県の最北端、庄原市高野町に住む
井上豪君（５）悠ちゃん（２）優ちゃん（５ヶ

月）の３兄妹。サッカーが好きで元気いっぱいの
豪くん、ドキンちゃんが大好きな悠ちゃんにまざり、

末っ子の優ちゃんもいつも一緒に遊んでいます。

表紙写真紹介

ごう はるか ゆう

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙

第 号17
2018

　
小
さ
い
頃
か
ら
子
供
が
大
好
き
で
、
憧

れ
だ
っ
た
保
育
士
に
な
っ
て
５
年
目
に
な

り
ま
す
。

　
園
児
に
は
常
に
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
を

心
掛
け
、
園
児
だ
け
で
な
く
保
護
者
か
ら

も
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
保
育
士
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
教
え
る
こ
と
で
、
園
児
た
ち
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
時
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

白
石 

弥
生
さ
ん
（
26
）

し
ら
い
し

や
よ
い

大
竹
市

き
ら
り

世
羅
町

林

　義
倶
さ
ん（
77
）

は
や
し

よ
し

と
も

　
長
年
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
と
共
済
委

員
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
建
物
共
済
を
勧
め
た
方
が
そ
の
年
に

火
災
に
遭
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
際
に
「
勧
め
て
も
ら
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
物
作
り
が
好
き
で
、
折
り
紙
で
作
品

を
作
り
世
羅
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

の
作
品
展
示
会
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
の
交
流
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

架
空
請
求
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
ら

実
際
に
あ
っ
た
Ａ
さ
ん
の
被
害

広
島
県
警
防
犯
情
報

西
日
本
豪
雨
災
害
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

西
日
本
豪
雨
災
害
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す



支払共済金＝150㌔×179円（１㌔当たり補償金額）＝26,850円

被害部分

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
収
穫

時
期
に
合
わ
せ
て
水
稲
の
損
害
評

価
を
行
い
ま
す
。
収
穫
の
前
に
は

耕
地
を
見
回
り
、
被
害
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

　
共
済
事
故
に
よ
り
、
加
入
方
式

の
基
準
を
超
え
る
減
収
が
見
込
ま

れ
る
場
合
に
は
、
被
害
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

　
損
害
評
価
の
日
程
や
申
告
の
方

法
な
ど
は
、
各
支
所
等
か
ら
ご
案

内
し
ま
す
。
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共
済
事
故（
対
象
と
な
る
災
害
）

　
風
水
害
、干
害
、冷
害
な
ど

の
気
象
上
の
原
因
に
よ
る
災

害
、火
災
、病
虫
害
、鳥
獣
害
。

※
肥
培
管
理
不
足
等
に
よ
る

減
収
は
、共
済
事
故
と
み
な

さ
れ
ま
せ
ん
。（
分
割
評
価
）

損
害
評
価
の
な
が
れ

共済金の支払例

　
各
支
所
等
か
ら
ご
案
内
す
る

方
法
で
被
害
申
告
し
、悉
皆
調
査

ま
で
に
耕
地
の
入
り
口
な
ど
見

え
や
す
い
場
所
に
立
て
札
を
設
置

し
て
く
だ
さ
い
。

※
収
穫
後
は
減
収
量
の
把
握
が

で
き
な
い
た
め
、損
害
評
価
は

で
き
ま
せ
ん
。

①
被
害
申
告（
損
害
通
知
）

　
損
害
評
価
員
で
編
成
し
た
班

（
３
名
を
標
準
）に
よ
り
、被
害
申

告
の
あ
っ
た
耕
地
を
検
見
ま
た

は
実
測
調
査
し
ま
す
。

※
悉
皆
調
査
後
に
被
害
が
拡
大

し
た
場
合
は
、再
度
調
査
し
ま

す
の
で
、各
支
所
等
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

○
検
見
調
査
…
目
視
な
ど
に
よ

り
10
㌃
当
た
り
の
収
穫
量
を

見
積
も
り
ま
す
。

○
実
測
調
査
…
耕
地
ご
と
に
一
部

刈
り
取
り（
坪
刈
り
）を
し
て

10
㌃
当
た
り
の
収
穫
量
を
見

積
も
り
ま
す
。

②
悉
皆
調
査（
現
地
調
査
）

　
悉
皆
調
査
班
の
均
衡
を
図
る
た

め
、損
害
評
価
会
委
員
が
任
意
に
抽

出
し
た
被
害
耕
地
を
実
測
調
査
し

ま
す
。

③
抜
取
調
査

　
損
害
評
価
終
了
後
に
損
害
評
価

会
を
開
催
し
、取
り
ま
と
め
た
損
害

評
価
高（
支
払
共
済
金
）を
審
議
し

ま
す
。

④
損
害
評
価
会
の
開
催

　
決
定
し
た
損
害
評
価
高
を
農
林

水
産
省
へ
報
告
し
ま
す
。

⑤
国
へ
の
報
告

　
共
済
金
は
届
け
出
い
た
だ
い
た

指
定
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。

※
例
年
、12
月
下
旬
に
お
支
払
い
し

て
い
ま
す
。

⑥
共
済
金
の
支
払
い

引受内容 一筆方式７割補償・１㌔当たり補償金額179円
被害申告された耕地 面積10㌃、基準単収（平年の10㌃当たりの収穫量）500㌔

の場合

◎一筆方式は、耕地ごとの減収により、共済金をお支払いします。
◎半相殺方式および全相殺方式は、農家ごとの減収により、共済金をお支払いします。

耕地一筆
被
害
発
生

3
割

７割補償なので３割は
補償されません。

基準収穫量

500kg
※3割は補償されません 収穫量

200kg

共済金の
支払対象から
除かれる量

150kg

共済金の
支払対象
となる量

150kg

被害部分被害部分

収
穫
前
に
水
稲
被
害
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

収
穫
前
に
水
稲
被
害
の
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

謹
ん
で
西
日
本
豪
雨
災
害
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

被
害
の
確
認
を
行
っ
て
い
ま
す

　
平
成
30
年
７
月
５
日
か
ら
８
日
に
か
け
て
、
西
日
本
を
中
心
に
広
範
囲

で
雨
が
降
り
続
き
、
記
録
的
な
大
雨
と
な
り
ま
し
た
。
広
島
県
に
お
い
て

も
、
６
日
午
後
６
時
以
降
、
１
時
間
に
１
０
０
㍉
を
超
え
る
猛
烈
な
雨
が

局
地
的
に
降
り
、
県
内
の
い
た
る
と
こ
ろ
で
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
等

に
よ
る
被
害
が
発
生
し
、
多
く
の
方
が
亡
く
な
ら
れ
る
と
い
う
未
曾
有
の

災
害
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
関
係
に
つ
き
ま
し
て
も
、
土
砂
流
入
や
水
没

に
よ
り
多
く
の
農
地
や
施
設
等
が
被
災
し
ま
し
た
。
今
回
の
豪
雨
に
よ
り

被
害
を
受
け
ら
れ
た
皆
様
に
対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上

げ
ま
す
と
と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
広
島
で
は
、
農
家
、
組
合
員
の
皆
様
の
復
興
に
貢
献
で
き

ま
す
よ
う
、
全
力
を
挙
げ
て
、
被
害
状
況
の
確
認
、
共
済
金
の
早
期
支
払

い
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
広
島
県
農
業
共
済
組
合
　
役
職
員
一
同

　
水
稲
共
済

　
土
砂
流
入
な
ど
に
よ
り
、

作
付
け
さ
れ
た
水
稲
の
全
て

が
流
出
ま
た
は
埋
没
し
た
耕

地
が
発
生
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
収
穫
皆
無
耕
地
の
損
害

評
価
を
行
い
、
早
期
の
共
済

金
支
払
い
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
収
穫
皆
無
耕
地
が
あ
る
場

合
は
、
各
支
所
等
へ
早
め
に

被
害
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

　
な
お
、
豪
雨
災
害
に
よ
り

被
害
を
受
け
た
耕
地
の
う

ち
、
今
後
収
穫
が
見
込
ま
れ

る
と
判
断
さ
れ
る
耕
地
に
つ

い
て
は
、
豪
雨
災
害
以
外
の

被
害
申
告
と
同
じ
く
、
収
穫

期
に
損
害
評
価
を
行
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
建
物
共
済
・

　
農
機
具
共
済

　
浸
水
・
土
砂
流
入
な
ど
の

被
害
を
受
け
た
建
物
や
農
機

具
の
被
害
調
査
を
行
い
、
請

求
手
続
き
が
終
了
さ
れ
た
方

か
ら
、
随
時
共
済
金
を
お
支

払
い
し
て
い
ま
す
。

　
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
を

対
象
と
す
る
建
物
の
総
合
共

済
に
ご
加
入
さ
れ
、
今
回
の

豪
雨
に
よ
り
床
上
浸
水
や
土

砂
流
入
等
の
被
害
、
ま
た
、

農
機
具
共
済
に
ご
加
入
さ

れ
、
農
機
具
の
浸
水
等
の
被

害
に
あ
わ
れ
た
方
は
、
各
支

所
等
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
園
芸
施
設
共
済
等
全
て
の
事

業
に
つ
い
て
も
、
被
害
確
認

を
行
っ
て
い
ま
す
。
被
災
さ

れ
た
方
は
、
ご
連
絡
を
お
願

い
し
ま
す
。
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20cm20cm

20cm20cm

電牧器電牧器

4000ボルト
20cm20cm

30cm30cm

30cm30cm

アースは湿った土壌に
差し込む

針金で固定

隙間は厳禁

ガイシは
外向き

上部30㎝を外側に
20～30度折り曲げる

地面際を固定する

1マス重ねる

2m

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
・
金
網
柵

ト
タ
ン
柵

電
気
柵

獣害対策のポイント 再確認獣害対策のポイント 再確認

24時間通電
が鉄則

　農業に多大な影響を与える鳥獣害に対しては、正しい知識で根気強く対応していかなければなりま
せん。農地を荒らす動物が何か把握し、さまざまな柵の効果・作用を知った上で対策することが重要
です。基本的な対策を徹底し、丹精こめて育てた作物を守りましょう。

防護柵設置のポイント防護柵設置のポイント

維持管理を徹底維持管理を徹底

見回りのポイント見回りのポイント

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
取
組
み

●
地
面
際
を
し
っ
か
り
固
定
す
る

（
点
で
な
く
線
で
止
め
る
方
が
良

い
）

●
上
部
が
弛
ま
な
い
よ
う
ワ
イ
ヤ
ー

等
で
固
定
す
る

●
破
れ
た
ら
結
束
バ
ン
ド
等
で
補
修

す
る

損
害
防
止
事
業
助
成
金
申
請
に
つ
い
て

❶ 隙間を空けず、しっかり農地を囲む
❷ 柵外から食べられないよう作物から離して設置する
❸ 柵の外側に管理点検するためのスペースを確保する

　
鳥
獣
害
対
策
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
侵
入
防

止
用
の
り
網
の
斡
旋
や
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
よ
る
支
援
、
侵
入
防
止
施
設
の
新
規
購
入

資
材
費
の
一
部
助
成
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
広
島
県
が
育
成
す
る
鳥
獣
被
害
対
策
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
資
格
を
取
得
し
た
職
員
が
各
支
所
に
い
ま

す
。
防
護
柵
等
の
設
置
に
関
す
る
質
問
な
ど
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
捕
獲
柵
や
侵
入
防
止
施
設
を
新
た
に
購
入
・
設

置
し
た
場
合
、
資
材
費
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
施
設

　
　
イ
ノ
シ
シ
な
ど
へ
の
対
策
と
し
て
、
新
規
に

購
入
設
置
さ
れ
た
次
の
も
の

　
①
捕
獲
柵
、
箱
わ
な
（
組
合
の
定
め
る
規
格
基

準
を
満
た
す
も
の
）

　
②
電
気
柵
、
ト
タ
ン
、
金
網
、
ネ
ッ
ト
な
ど
侵

入
防
止
施
設
の
資
材

●
申
請
期
限

　
農
作
物
共
済
：
平
成
30
年
10
月
末
日
　

　
果
樹
共
済
：
平
成
31
年
１
月
末
日

※
申
請
用
紙
は
支
所
等
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
最
低
４
０
０
０
ボ
ル
ト
を
目
安
に
電
圧
を

チ
ェ
ッ
ク
す
る

●
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
上
で
は
通
電
し
な
い
た

め
、
足
が
土
の
上
に
の
る
位
置
に
設
置
す
る

●
ガ
イ
シ
は
外
向
き
（
動
物
側
）
に
設
置
す
る

●
電
線
は
鼻
や
唇
が
触
れ
る
高
さ
に
設
置
す
る

（
イ
ノ
シ
シ
は
地
面
か
ら
20
㎝
間
隔
で
３

段
、
シ
カ
は
そ
の
上
に
30
㎝
間
隔
で
２
段
）

●
漏
電
し
な
い
よ
う
草
刈
り
な
ど
の
除
草
対
策

を
す
る

●
メ
ッ
シ
ュ
柵
を
地
面
に
踏
み
込

み
、
支
柱
は
２
ｍ
間
隔
で
立

て
、
地
中
に
30
㎝
以
上
埋
め

込
む

●
１
マ
ス
重
ね
て
設
置
す
る

●
太
さ
５
㎜
以
上
、
マ
ス
目
10
×

10
㎝
以
下
を
使
用
す
る

●
表
裏
に
注
意
し
、
縦
を
外
（
害

獣
）
側
、
横
を
内
（
作
物
）

側
に
す
る

●
目
隠
し
効
果
を
高
め
る
た

め
地
際
や
角
に
隙
間
を
作

ら
な
い

●
持
ち
上
げ
ら
れ
な
い
よ
う

針
金
で
固
定
す
る

●
傾
斜
の
あ
る
と
こ
ろ
、
排

水
な
ど
の
溝
も
き
っ
ち
り

ふ
さ
ぐ

　適正に設置した防護柵の効果を持続させるため、適切な維持管理が重要です。定期的な見
回りを行い、侵入された箇所があれば侵入ルートを確認し、補修しましょう。

●柵の外を通って行う（人
が通ることで一定のス
ペースを確保でき、潜み
場所になりにくい）

● 防 止 柵 は 斜 め 横 か ら
チェックする（隙間や弱
い場所が見えやすい）

●入ろうとした形跡があれ
ば、補修・補強する

　
電
気
シ
ョ
ッ
ク
の
痛
み
を
経
験
さ
せ
、

柵
に
近
寄
り
に
く
く
さ
せ
ま
す
。

丈
夫
な
網
線
を
縦
横
に
溶
接
し
た
建
築
資
材
で
、
強
度
に
優
れ
て
い
ま
す
。

動
物
に
中
の
作
物
を
見
せ
な
い
「
目
隠
し
効
果
」
が
あ
り
ま
す
。

ネ
ッ
ト
柵

　
安
価
で
設
置
が
簡
単
。
足

が
絡
ま
り
や
す
く
動
物
は
嫌

が
り
ま
す
。

  正しい 設 置と管 理
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平成31年１月から加入する場合のスケジュール（個人の場合）

加入申請
保険料等の算定

保険料・積立金
・事務費の納付

保険期間
(税の収入算定期間)

※法人は事業年度の1年間

10月～11月末まで8月～ 1月～12月12月末まで

平成31年平成30年

予約加入
申請

相
談
窓
口
を
開
設

予
約
加
入
申
請
手
続
き

が
ス
タ
ー
ト

1 2 3

3

保
険
期
間（
税
の
収
入

算
定
期
間
）の
作
業

1

予
約
加
入
の
申
請
を

受
付
中

2

加
入
申
請
に
必
要
な
書
類
を

ご
用
意
く
だ
さ
い

　
８
月
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

機
器
を
使
用
し
た
予
約
加
入
申
請

手
続
き
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の
職
員
が
訪
問

し
、
聞
き
取
り
を
行
い
な
が
ら
加

入
申
請
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
必

要
な
書
類
（
過
去
の
税
務
関
係
書

類
４
年
分
）
を
ご
用
意
の
上
、
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

※
書
類
を
お
預
か
り
す
る
場
合
も

ご
ざ
い
ま
す
。

　
10
月
か
ら
始
ま
る
収
入
保
険
の
加
入
申
請
に
は
、
次
の
書

類
等
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
収
入
保
険
加
入
申
請
書   

※
右
下
図
参
考

●
営
農
計
画
書
（
平
成
31
年
）
※
下
図
参
考

●
過
去
の
農
業
収
入
金
額
申
告
書

　（
平
成
26
年
〜
29
年
）

●
口
座
振
替
依
頼
書

　
※
保
険
料
等
の
納
入
は
、
口
座
振
替
が
原
則
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
期
間
が
開
始
し
て
か
ら
は
、
日
々
の
栽
培

管
理
を
適
正
に
行
う
と
と
も
に
、
次
の
こ
と
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

❶

 農作
業
日
誌
を
つ
け
る
。
（
作
付
日
・
施
肥

日
・
収
穫
日
・
作
業
内
容
等
）

❷

 平成
30
年
の
農
業
収
入
金
額
申
告
書
を
用
意

す
る
。

❸

 販売
に
関
す
る
帳
簿
等
を
整
理
す
る
。

❹

 作付
品
目
や
作
付
規
模
に
変
更
が
あ
る
場
合

は
、
営
農
計
画
変
更
通
知
を
す
る
。

❺

 収入
減
少
が
見
込
ま
れ
る
事
由
が
発
生
し
た
場

合
は
、
事
故
発
生
通
知
を
す
る
。

❻

 経理
処
理
を
適
切
に
行
う
。

❼

 各種
掛
金
、
補
て
ん
金
等
の
通
知
書
を
保
存

す
る
。

❽

 雑収
入
の
仕
訳
を
行
う
。
（
各
種
補
て
ん
金

の
金
額
明
細
）

　
各
支
所
等
に
お
い
て
、毎
週
火
曜
日
の

午
後
１
時
か
ら
、収
入
保
険
制
度
に
つ
い

て
の
相
談
窓
口
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
ご
質
問
、ご
不
明
な
点
に
つ
い
て
、お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　〔
添
付
書
類
〕

●
過
去
の
税
務
申
告
書
の
写
し

　
個 

人

　青
色
申
告
決
算
書
（
農
業
所
得
用
）
、

　
　
　
　 

所
得
税
の
確
定
申
告
書
Ｂ
第
１
表

　法 

人

　決
算
報
告
書
（
損
益
計
算
書
）
、

　
　
　
　 

法
人
税
の
申
告
書
別
表
一
及
び
別
表
四

●
雑
収
入
の
内
訳
が
分
か
る
帳
簿
ま
た
は
伝
票

　※
畑
作
物
の
直
接
支
払
交
付
金
に
つ
い
て
は
、
　

　
　
平
成
25
年
〜
29
年
分
が
必
要

●
農
産
物
（
品
目
・
用
途
・
作
付
期
・
収
穫
期
・

平
均
単
収
（
単
位
面
積
当
た
り
収
量
）
・
平
均

販
売
単
価
等
）
ご
と
に
内
訳
が
分
か
る
書
類

●
類
似
制
度
の
利
用
状
況
の
確
認
（
掛
金
等
通
知

書
、
補
て
ん
金
等
通
知
書
）

【収入保険加入申請書のイメージ】

【営農計画書のイメージ】

※農産物の種類・品目・用途ごとのほか、作付予定面積、作付期、収穫期ごとに分けて作成します。

収入保険事業

各種手続きは、
NOSAI職員が

タブレット端末を使って
サポートします！
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採用職種及び人数

応募資格

業務内容

応募書類

説明会開催予定

応募先・問い合わせ先
選考方法

勤務場所

応募方法と受付期限

詳しい事業内容などは、NOSAI広島の
ホームページをご覧ください。 http://www.nosai-hiroshima.or.jp

一般事務職　５名

平成４年４月２日以降に生まれた
者で、高等学校卒業以上の学歴を
有する者または平成31年３月に高
等学校卒業見込みの者

農業保険法に基づく農業共済事業及
び収入保険事業の実施に伴う業務

広島県内

所定の応募書類を、平成30年９月
28日（金）までに、総務部総務課に

提出してください。なお、提出は郵
便書留とし、封筒の表に「職員採用
応募書類」と記入してください。ま
た、応募書類は返却いたしません。
応募書類を受付後、受験票を送付
します。

※高校卒業見込みの者の応募につ
いては、学校またはハローワークを
通じて提出してください。

〔管轄：広島東公共職業安定所
求人番号：34140-69889〕

履歴書（写真添付、連絡先明記）、卒
業(見込)証明書、学業成績証明書

①第一次試験
筆記試験（一般教養、適性）
試 験日時：平 成 3 0 年 1 0月2 0日 

（土）午前10時から

試験会場：広島市内
　　　　　（受験票に記載の場所）
②第二次試験
小論文及び面接試験
試験日時、場所は第一次試験合格
者に通知

平成30年８月21日（火）午前10時
から

【NOSAI広島の概要及び業務内容
の紹介と採用試験申込み手続き等
について】
※参加は任意ですが、事前申し込み
が必要です。

〒732-0052 
広島市東区光町一丁目２番23号　
広島県農業共済組合（NOSAI広島）
総務部：藤原・伊藤
1082－262－4711

麦
共
済
へ

ご
加
入
く
だ
さ
い

削
蹄
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す

家
畜
共
済

自
然
災
害
に
備
え
て

果
樹
へ
の
被
害
は

あ
り
ま
せ
ん
か

果
樹
共
済

事
故
を
防
ぐ
た
め
に

第
3
回

日
焼
け
そ
の
も
の
で

心
身
が
疲
労
す
る

　夏
に
長
時
間
屋
外
に
い
て
日
焼
け
を

し
た
と
き
、
疲
れ
を
感
じ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
？ 

そ
れ
は
「
日
焼
け
を
す

る
ぐ
ら
い
長
時
間
、
屋
外
で
体
を
動
か

し
て
い
た
た
め
に
疲
労
を
感
じ
て
し
ま

う
か
ら
」
で
は
な
く
、「
日
焼
け
そ
の
も

の
で
心
身
が
疲
労
す
る
」
た
め
で
す
。

　こ
れ
は
、
目
に
紫
外
線
が
入
っ
て
く

る
と
、
そ
れ
が
刺
激
に
な
っ
て
日
焼
け

を
起
こ
す
シ
ス
テ
ム
が
あ
り
、
そ
の
際

に
体
の
中
で
疲
労
物
質
が
増
加
す
る
か

ら
で
す
。
こ
の
仕
組
み
は
、
ス
ト
レ
ス

を
受
け
た
と
き
に
感
じ
る
疲
労
と
同
じ

仕
組
み
で
す
。
つ
ま
り
、
日
焼
け
を
す

る
と
、
心
身
の
疲
労
と
同
じ
反
応
が
体

内
で
起
こ
る
た
め
「
日
焼
け
を
す
る
と

疲
れ
る
」
の
で
す
。

　で
は
、
日
焼
け
の
疲
れ
か
ら
体
を
守

る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
食
事
を
と
れ
ば

よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　日
焼
け
は
体
に
と
っ
て
一
種
の
ス
ト

レ
ス
で
す
。
こ
の
ス
ト
レ
ス
に
対
抗
す

る
た
め
に
活
躍
す
る
の
が
パ
ン
ト
テ
ン

酸
（
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
群
の
一
種
）
で
す
。

ス
ト
レ
ス
を
和
ら
げ
る
副
腎
皮
質
ホ
ル

モ
ン
の
合
成
を
助
け
て
、
ス
ト
レ
ス
へ

の
抵
抗
力
を
高
め
る
効
果
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
ほ
か
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
代
謝

に
必
要
な
ビ
タ
ミ
ン
B
1
も
重
要
で

す
。　食

品
類
で
パ
ン
ト
テ
ン
酸
の
補
給
源

と
し
て
は
、
納
豆
、
ア
ボ
カ
ド
、
い
わ

し
、
モ
ロ
ヘ
イ
ヤ
が
お
勧
め
で
す
。
ビ

タ
ミ
ン
B
1
の
補
給
源
と
し
て
は
、
豚

ヒ
レ
・
も
も
肉
、
ぶ
り
、
さ
ば
、
枝
豆

が
よ
い
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
に
ん
に
く

や
玉
ね
ぎ
、
に
ら
、
ね
ぎ
に
含
ま
れ
る

特
有
の
ニ
オ
イ
物
質
で
あ
る
ア
リ
シ
ン

が
ビ
タ
ミ
ン
B
1
の
働
き
を
支
え
、
疲

労
回
復
や
老
廃
物
の
排
出
に
役
立
ち
ま

す
。　パ

ン
ト
テ
ン
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
B
1
は

と
も
に
体
の
中
に
蓄
積
で
き
な
い
成
分

で
す
の
で
、
毎
日
食
事
で
補
給
し
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
日
々
の
食
生
活

に
こ
れ
ら
の
食
品
類
を
多
め
に
取
り
入

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

協
力
／
株
式
会
社 

社
会
保
険
研
究
所

広島県農業共済組合では、平成31年度の職員採用を次のとおり予定しています。

職員募集職員募集 お問い合わせ・ご連絡先は最終ページをご覧ください。 事業のお知らせ事業のお知らせ

　
麦
共
済
は
、
自
然
災
害
や
鳥
獣
害
な

ど
に
よ
る
減
収
を
補
償
し
ま
す
。
麦
お

よ
び
水
稲
の
耕
作
面
積
の
合
計
が
10
㌃

以
上
の
方
が
加
入
で
き
ま
す
。

　
ご
加
入
に
は
、
「
平
成
31
年
産
麦
共

済
加
入
申
込
書
兼
変
更
届
出
書
」
を
11

月
10
日
ま
で
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
お
問
い
合
わ
せ
は
、
各
支
所
等
に
お

願
い
し
ま
す
。

　
損
害
防
止
事
業
の
一
環
と
し
て
、
削
蹄

助
成
金
交
付
申
請
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
交
付
申
請
書
に
削
蹄
実
施
者
に
よ
る
証

明
、
も
し
く
は
削
蹄
料
の
領
収
書
か
請
求

書
の
写
し
を
添
付
し
、
平
成
31
年
２
月
28

日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
県
内
で
は
、
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾

濫
、
台
風
に
よ
る
強
風
で
、
パ
イ
プ
ハ

ウ
ス
が
倒
壊
す
る
な
ど
の
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　
台
風
シ
ー
ズ
ン
を
前
に
ハ
ウ
ス
の
被

害
に
備
え
、
園
芸
施
設
共
済
へ
の
ご
加

園
芸
施
設
共
済

入
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

※
ハ
ウ
ス
を
設
置
し
て
い
る
地
域
が
台

風
進
路
の
予
報
円
内
に
入
っ
た
時
点

で
、
新
規
の
加
入
申
込
み
は
で
き
ま

せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
台
風
前
の
点
検
ポ
イ
ン
ト
と
対
策

□
バ
ン
ド
や
ス
プ
リ
ン
グ
を
点
検
し
、

被
覆
材
を
し
っ
か
り
押
さ
え
る

□
天
窓
、
側
窓
、
扉
を
点
検
し
、
戸
締

り
を
す
る

□
骨
材
の
接
合
部
な
ど
に
緩
み
が
な
い
か

確
認
し
、
緩
み
が
あ
れ
ば
締
め
直
す

□
施
設
周
辺
の
排
水
対
策
や
周
辺
に
飛

散
し
そ
う
な
も
の
が
あ
れ
ば
、
片
付

け
や
掃
除
を
す
る

●
事
故
が
発
生
し
た
ら

　
被
害
に
あ
っ
た
時
は
、
被
害
の
状
況
等

を
各
支
所
等
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
通

知
が
遅
れ
た
場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払

い
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
り
ん
ご
、
ぶ
ど
う
、
な
し
、
う
ん
し

ゅ
う
み
か
ん
（
柑
橘
類
）
な
ど
に
自
然

災
害
や
鳥
獣
害
な
ど
の
被
害
が
発
生
し

た
場
合
は
、
収
穫
前
に
損
害
評
価
を
行

い
ま
す
の
で
、
早
め
の
被
害
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
果
樹
に
よ
り
収
穫
時
期
が
異
な
り
ま

す
。
詳
し
く
は
支
所
等
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
農
作
業
に
欠
か
せ
な
い
農
機
具
は
、

と
て
も
便
利
な
一
方
、
不
注
意
か
ら
大

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
、
県
内
の
共
済
加
入
農

機
具
の
事
故
は
、
接
触
や
転
覆
な
ど
が

1
2
2
件
あ
り
ま
し
た
。
機
種
別
で

は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
事
故
が
52
％
を
占

め
て
い
ま
す
。 農

機
具
共
済

❶
 安

全
キ
ャ
ブ
・
フ
レ
ー
ム
の

あ
る
ト
ラ
ク
タ
ー
で
は
、

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
を
徹
底

す
る

❷
 危

険
が
潜
む
場
所
は
草
を

刈
っ
て
見
通
し
を
良
く
す
る

❸
 ほ

場
を
出
る
前
に
、
ブ
レ
ー
キ

ペ
ダ
ル
の
連
結
を
確
認
す
る

❹
 作

業
の
前
後
に
ト
ラ
ク
タ
ー

の
点
検
、
整
備
を
す
る

トラクターの事故防止対策 農機具共済
原因別被害割合

異物の
巻き込み

物体の
落下

転覆

衝突

墜落 その他

接　触

農
作
物
共
済

豆

健
康

コ
ラ
ム

ま
め

農業共済事業
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北
広
島
町
豊
平
地
区
の
「
有
限
会
社
　

山
本
屋
養
鶏
場
（
山
本
茂
之
代
表
取
締
役

＝
75
歳
）
」
で
は
、
こ
だ
わ
り
の
飼
料

「
ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
」
を
仕
入
れ
て
ニ
ワ
ト

リ
に
与
え
、
「
ネ
ッ
カ
エ
ッ
グ
」
を
生
産

し
て
い
ま
す
。
　

　
ネ
ッ
カ
リ
ッ
チ
は
、
常
緑
広
葉
樹
の
樹

皮
を
燻
し
た
と
き
に
出
る
木
酢
酸
と
炭

の
粉
末
か
ら
作
ら
れ
る
飼
料
で
、
成
長

を
促
進
し
、
病
気
の
抵
抗
を
高
め
る
作

用
の
あ
る
、
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
や
有
機
ゲ
ル

マ
ニ
ウ
ム
を
多
く
含
ん
で
い
ま
す
。
同
養

鶏
場
の
山
本
哲
士
さ
ん
（
48
）
は

「
ネ
ッ
カ
エ
ッ
グ
は
白
身
の
盛
り
上
が

り
が
高
い
。
黄
身
が
濃
く
、
臭
み
が
な

い
と
好
評
で
す
」
と
話
し
ま
す
。

　
現
在
、
同
養
鶏
場
で
は
21
㌃
の
鶏
舎
で

３
万
羽
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
山
本
さ
ん

は
「
約
２
ヶ
月
ご
と
に
３
千
羽
ず
つ
入
れ

替
え
を
行
う
こ
と
や
、
キ
ツ
ネ
に
ニ
ワ
ト

リ
を
狙
わ
れ
る
な
ど
大
変
な
こ
と
も
あ
り

ま
す
が
、
お
客
さ
ま
か
ら
の
『
お
い
し

い
』
と
い
う
声
を
聞
く
と
励
み
に
な
り
ま

す
」
と
話
し
ま
す
。

　
ま
た
、
卵
の
配
達
も
行
い
、
主
に
近
く

の
道
の
駅
や
レ
ス
ト
ラ
ン
、
地
元
の
ケ
ー

キ
屋
な
ど
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
「
今
後

は
、
近
く
の
お
店
と
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
、
お
菓
子
な
ど
の
商
品
を
開
発
し
た

い
」
と
意
欲
を
燃
や
し
て
い
ま
す
。

こ
だ
わ
り
の
卵
で

地
域
と
つ
な
が
る

北広島町

「おいしいといわれる卵を作りたい」と出荷前の卵を手に
山本さん

大きさごとに分けられた卵を
パックに詰める従業員

  

井
上 

栄
之
進
さ
ん 

（
92
）

牛
が
の
び
の
び
と
育
つ
環
境
を

　
82
歳
の
時
、
牛
に
囲
ま
れ
て
い
る

夢
を
見
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
牛

舎
を
建
て
、
繁
殖
牛
の
飼
育
を
始
め

ま
し
た
。
血
統
と
放
牧
飼
育
に
こ
だ

わ
り
、
平
成
25
年
に
は
、
県
畜
産
共

進
会
に
出
品
し
た
「
な
る
こ
ゆ
り
し

げ
」
が
肉
用
種
種
牛
の
部
で
首
席
に

選
ば
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
７
㌶
の
放
牧
地
で
繁
殖
牛

６
頭
を
飼
育
し
て
い
ま
す
。
山
の
風

と
太
陽
の
光
を
受
け
、
ス
ト
レ
ス
な

く
の
ん
び
り
と
過
ご
す
牛
は
健
康
的

で
、
足
が
強
く
な
り
お
産
が
楽
に
な

る
、
一
年
一
産
が
可
能
に
な
る
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
牛
の
世
話
に
か
か
る
時
間
は
一

日
一
時
間
半
ほ
ど
な
の
で
、
そ
の
他

の
時
間
は
家
の
用
事
や
畑
で
農
作
業

が
で
き
ま
す
。

　
町
外
に
住
む
孫
が
私
の
後
を
継

ぎ
た
い
と
言
っ
て
く
れ
て
い
ま

す
。
現
在
牛
舎
を
増
設
中
で
、
今

後
５
年
間
で
飼
育
頭
数
を
20
頭
ま

で
増
や
し
て
収
益
増
を
図
る
計
画

で
す
。
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
む

豊
松
地
域
の
活
性
化
に
少
し
で
も

貢
献
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
働
い
て
収
入
を
得
る
こ
と
が
元

気
の
秘
訣
。
「
わ
が
人
生
は
夢
・

希
望
・
実
現
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
1
0
0
歳
ま
で
頑
張
る
こ
と

が
目
標
で
す
。

神
石
高
原
町

「牛を放牧して育てられるこの環境が私の財
産」と話す井上さんと「なるこゆりしげ」

久
保 
勝
美
さ
ん
（
81
）

東
広
島
市

黒
瀬
町

の
食
材
で

す
こ
や
か

レ
シ
ピ

　
　 香
代
子
さ
ん
（
80
）

　
今
年
は
、
３
㌃
の
畑
に
「
虎
太
郎
西
瓜
」
な
ど
50

本
を
露
地
栽
培
し
て
い
ま
す
。

　
５
月
上
旬
に
苗
を
植
え
付
け
、
７
月
中
旬
か
ら
お

盆
ま
で
収
穫
し
、
『
お
い
し
い
旬
館
と
な
り
の
農
家

黒
瀬
店
』
な
ど
に
出
荷
し
て
い
ま
す
。
「
久
保
さ
ん

の
ス
イ
カ
を
買
い
に
来
た
」
と
言
っ
て
く
れ
る
お
客

さ
ん
が
い
る
と
聞
く
と
う
れ
し
く
な
り
ま
す
。

　
ス
イ
カ
の
実
が
ピ
ン
ポ
ン
玉
く
ら
い
に
な
っ
た
頃

に
、
水
は
け
を
よ
く
し
実
の
底
も
き
れ
い
に
色
付
く

よ
う
実
の
下
に
ザ
ブ
ト
ン
と
い
わ
れ
る
ス
イ
カ
マ
ッ

ト
を
敷
い
て
い
ま
す
。
良
い
ス
イ
カ
を
育
て
る
に

は
、
管
理
と
整
枝
が
大
事
で
す
。

　
完
熟
の
状
態
で
出
荷
す
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
早

く
食
べ
て
ほ
し
い
で
す
。

❶スイカはひと口大に切って種を取
り、器に盛る。

❷乾いた鍋に、砂糖とアガーを入れて
混ぜておく。

❸❷の鍋に水を少しずつ注いで、ダマ
にならないようによく混ぜる。火に
かけて軽く沸騰させ、火を止めてか
ら白ワイン・レモン汁を加える。

❹ ❶の器に流し入れて、冷やし固める。

旬

私
こ
の
食
材

私
も
作
っ
て
い
ま
す

「収穫するときはお父さんが実を見て、たたいた音
で判断するんです」と話す香代子さんと、勝美さん

ス
イ
カ
ゼ
リ
ー

　
ス
イ
カ
は
17
世
紀
頃
に
中
国
か
ら
渡
来
し
た

と
い
わ
れ
、
「
西
か
ら
伝
わ
っ
た
瓜
」
と
い
う

意
味
か
ら
「
西
瓜
」
と
い
う
字
が
当
て
ら
れ
ま

し
た
。

　
ス
イ
カ
は
完
熟
し
た
状
態
で
収
穫
さ
れ
る
の

で
、
す
ぐ
に
食
べ
な
い
場
合
は
カ
ッ
ト
せ
ず
冷
暗

所
で
保
存
。
カ
ッ
ト
し
た
も
の
は
ラ
ッ
プ
で
包
ん

で
冷
蔵
庫
の
野
菜
室
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
。
ス
イ

カ
の
保
存
に
適
し
た
温
度
は
８
〜
10
℃
で
、
冷
凍

す
る
と
味
が
落
ち
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す
。

 

そ
の
ま
ま
食
べ
る
こ
と
の
多
い
ス
イ
カ
を
、
今

回
は
ゼ
リ
ー
に
し
ま
し
た
。
ゼ
リ
ー
を
フ
ォ
ー
ク

で
砕
く
と
、
キ
ラ
キ
ラ
と
し
て
き
れ
い
で
す
。

地
域
で
食
育
活
動
を

さ
れ
て
い
る

広
島
市
南
区
在
住

管
理
栄
養
士

田
中 

節
子 

先
生

材料（2人前）

スイカ
砂糖
アガー（植物性ゼリーの素）
水
白ワイン
（または水、梅酒）
レモン汁

２００g
大さじ3

５g
1カップ

大さじ２

少々

作り方

今
回
の
食
材

ス
イ
カ

調理時間

15 分

料理のポイント
★白ワインの代わりに梅酒を加えるの

もおすすめです。アルコールを含み
ますので、お子さま用には白ワイン
の代わりに水を加えてください。

（冷やし固める時間を除く）

　
ス
イ
カ
の
約
90
％
は
水
分
な
の

で
、
食
べ
る
こ
と
で
夏
場
の
熱
中
症

予
防
の
た
め
の
水
分
摂
取
に
も
な
り

ま
す
。
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
排
出
す
る
働

き
の
カ
リ
ウ
ム
を
多
く
含
む
た
め
、

高
血
圧
予
防
や
む
く
み
の
解
消
（
利

尿
作
用
）
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
た
だ
し
、
腎
臓
病
の
疾
患
が
あ

る
人
は
、
医
師
・
栄
養
士
へ
摂
取
量

な
ど
を
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

冷
え
性
や
下
痢
気
味
の
人
は
食
べ
過

ぎ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

一
口
メ
モ

ス
イ
カ

さ
と

し



●
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
も
慌
て
な
い

●
書
か
れ
て
い
る
電
話
番
号
に
は
絶
対
に
連
絡
し
な
い

●
周
り
の
人
や
警
察
に
相
談
す
る

架
空
請
求
ハ
ガ
キ
が
届
い
て
も

冷
静
に
対
応
し
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
広
島
県
警
察
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
新
し
い
手
口
の
特
殊
詐
欺
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

情
報
保
護
シ
ー
ル
付
き
の
ハ
ガ
キ
が
送
ら
れ
、
シ
ー

ル
を
め
く
る
と
架
空
請
求
の
案
内
が
書
か
れ
て
い

て
、
そ
こ
に
あ
る
電
話
番
号
に
連
絡
し
て
し
ま
う
と

い
う
事
件
で
す
。

　
自
宅
に
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
Ａ
さ
ん
は
、
そ
の
内
容

に
不
安
に
な
り
、
書
か
れ
た
番
号
に
電
話
を
か
け

た
。
す
る
と
「
過
去
の
買
い
物
代
金
が
支
払
わ
れ
て

い
な
い
た
め
訴
訟
を
起
こ
す
」
と
言
わ
れ
、
数
日

後
、
Ａ
さ
ん
自
身
、
ま
た
そ
の
家
族
を
依
頼
人
と
し

た
弁
護
士
か
ら
の
誓
約
書
や
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
が
送
ら

れ
て
き
た
。

　
「
裁
判
に
な
る
」
と

信
じ
込
ん
で
し
ま
っ
た

Ａ
さ
ん
は
、
弁
護
士
費

用
、
訴
訟
取
り
下
げ

費
用
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
名
目
で
お
金
を
請

求
さ
れ
た
。

詐
欺
ハ
ガ
キ
に
ご
注
意
を
！
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広島県の最北端、庄原市高野町に住む
井上豪君（５）悠ちゃん（２）優ちゃん（５ヶ

月）の３兄妹。サッカーが好きで元気いっぱいの
豪くん、ドキンちゃんが大好きな悠ちゃんにまざり、

末っ子の優ちゃんもいつも一緒に遊んでいます。

表紙写真紹介

ごう はるか ゆう

ひろしま
のうさい

安心と信
頼を届けるコミュニケーション紙
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小
さ
い
頃
か
ら
子
供
が
大
好
き
で
、
憧

れ
だ
っ
た
保
育
士
に
な
っ
て
５
年
目
に
な

り
ま
す
。

　
園
児
に
は
常
に
笑
顔
で
接
す
る
こ
と
を

心
掛
け
、
園
児
だ
け
で
な
く
保
護
者
か
ら

も
信
頼
さ
れ
る
よ
う
な
保
育
士
に
な
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
自
分
が
教
え
る
こ
と
で
、
園
児
た
ち
が

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
時
、
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

白
石 
弥
生
さ
ん
（
26
）

し
ら
い
し

や
よ
い

大
竹
市

き
ら
り

世
羅
町

林

　義
倶
さ
ん（
77
）

は
や
し

よ
し

と
も

　
長
年
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長
と
共
済
委

員
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
建
物
共
済
を
勧
め
た
方
が
そ
の
年
に

火
災
に
遭
わ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
あ

り
、
そ
の
際
に
「
勧
め
て
も
ら
っ
て
よ

か
っ
た
」
と
言
っ
て
も
ら
っ
た
こ
と
が

印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　
物
作
り
が
好
き
で
、
折
り
紙
で
作
品

を
作
り
世
羅
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
で

の
作
品
展
示
会
に
出
品
し
て
い
ま
す
。

　
活
動
を
通
じ
て
地
域
と
の
交
流
を
大

切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
の

架
空
請
求
ハ
ガ
キ
が
届
い
た
ら

実
際
に
あ
っ
た
Ａ
さ
ん
の
被
害

広
島
県
警
防
犯
情
報

西
日
本
豪
雨
災
害
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

西
日
本
豪
雨
災
害
の

お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す


